
検　索検　索JMA152834申込・
セミナー詳細は

2026年10月14日（水）
2026年12月  7日（月）
2027年  2月18日（木）
各回とも　13：00～17：00

開催日時

対　　象 ・管理者層（部課長職およびその候補）　　　　・監督者層（第一線監督者、リーダー、係長）

講　　師 東　 弘樹 氏
㈱日本能率協会コンサルティング
コンサルタント

経営および現場マネジメントに活きる
管理会計のポイントを理解するとともに、
意思決定につながる管理会計のしくみ
構築を実現することをねらいとし、標準
原価設定方法、実際原価算出方法を
押さえ、講義と演習をとおして学んでいた
だきます。

本セミナーのねらい

・管理会計の基礎
（管理会計の目的や財務会計との
違い）

・標準原価設定方法とポイント
・実際原価算出と予実差異分析方法
・経営成果につながる管理会計の
ポイント

学べるポイント

■ プログラム 13：00～17：00

※プログラム内容は変更される場合があります。あらかじめご了承ください。

1 管理会計とは何か
・財務会計と管理会計の違い
・管理会計の全体像　　　　・原価とは
改善の全体像の理解と、財務会計との違い、管理会計の役割・基本的な
フレームワークの紹介。
財務会計との違いや基本的なフレームワークと計算方法の紹介。
また管理会計が経営や現場マネジメントに活きない要因の整理。

2 標準原価設定の方法と標準時間の設定方法
・標準原価の考え方　　　　・標準時間設定方法
・標準原価計算制度（管理）
「標準原価とは何か」の理解を進め、経営目線と現場目線ともに納得の
いく標準原価設定方法の紹介。

■演　習

＜標準時間の体験＞ ・標準のペースとは？
・標準時間のペースの体感

3 実際原価算出の方法と目標展開図
・実際原価算出方法
・実際原価算出の壁とその打破
・目標展開図を活用した現場活動活性化
目的からみた実際原価算出粒度の決定方法。
実際原価算出時の障害とその打破に向けた取り組み紹介。
財務（カネ目）指標から現場のモノ目指標を、有機的に紐づける取り組みを
紹介し現場活動に活きる管理会計の事例紹介。
価格差異・数量差異の原因を検討するKPIツリーの構築と実際の改善
アクション事例紹介。

■演　習

＜自社の管理会計の仕組みの活用紹介＞

製造業のための
管理会計セミナー

～経営と現場をつなぐための管理会計のしくみを学ぶ～

参加料（税込） 法人会員：33,000円/1名
会 員 外：39,600円/1名

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれています。
※法人会員ご入会の有無につきましては以下URLにてご確認ください。
　https://www.jma.or.jp/membership/
※お申し込みページ内参加申込規定を確認・同意のうえお申し
　込みください。

開催形態 【会場開催】日本能率協会 中部事務所 研修室
 （名古屋市中村区名駅JRセントラルタワーズ 36F）

【オンライン開催】Zoom

名古屋会場

オンライン

名古屋会場

・改めて工場の原価計算を見直そうと
いう気持ちになる研修でした。
・標準原価の役割がよくわかった。他
社事例を多く交えて説明いただき、
理解が深まった　
・実際原価と標準原価の使い方、その
目的がわかりやすく整理できた。

参加者の声


